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研究成果の概要（和文）： 
 本研究ではスクールカウンセラーの学校全体への支援を可能にするツールづくりを国際比較
によって行うことを目的とした．米国，スコットランド，香港などの研究者・実践者との協議
や現地調査，共同研究を行った結果，①学級を切り口に学校全体への支援を行うための学級風
土質問紙小学校版の公開と，中学校版も含めた自動分析システムの構築，②子どもの肯定的資
質をアセスメントする質問紙の作成試行，③SC と教師の協働を促進する教師向けパンフレット，
テキスト作成，④支援サイト試行などを行えた（一部継続中）． 
 
研究成果の概要（英文）： 
 This study aims to develop effective tools and a support site for school counselors 
to collaborate with teachers in the general (whole school) environment. The study included 
field researchers and practitioners from the USA, Scotland, and Hong Kong. Tools developed 
as part of this project were as follows: (a) The Classroom Climate Inventory (CCI) 
elementary version was published and an automatic analysis system for the CCI was 
developed, (b) A Japanese version of the Adolescent Co-vitality Scale in was created and 
administered, (c) A pamphlet for teachers explaining how to collaborate with school 
counselors was created and the text for school counselors was written, (d) A tentative 
web-based support site was created and operationalized. 
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2008 年度  1,500,000 450,000 1,950,000 
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2010 年度 1,000,000 300,000 1,300,000 
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１．研究開始当初の背景 
  
 スクールカウンセラー（以下 SC）の中学校
への全校配置も進み、日本型 SC のあり方や
成果が問われている。不登校・いじめはもち
ろん、特別支援教育やキャリア教育など学校
全体が SCと協働するニーズが増加してきた。
しかし現状では、非常勤心理職である SCが、

学校・教師に学校全体に関わる支援を提案す
るのは必ずしも容易でない。学校全体への支
援のイメージを学校側にわかりよく伝え、ニ
ーズ査定や支援立案、効果査定を行えるツー
ルがあれば、SC からの提案・実践が行いやす
くなり、SC 活動のアカウンタビリティや学校
評価の面でも貢献できる。そこで本研究では、
学校全体への支援の推進方法として、米国
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MEASURE モデルと、スコットランドの非常勤
心理職による学校全体への支援ツールを、日
米・日英比較によって日本のツールと合わせ
て応用発展させることを考えた。 
  

米国 SC 協会（ASCA）による MEASURE モデ
ル（Dahir & Stone,2006；井上，2007）では、
学校全体への包括的な支援を効率的に行う
ため、各校の「ニーズ査定」「学校全体への
介入」「効果の評価」をシステマティックに
行う方法がツール化され、初心の SC も活用
しやすいと考えられる。しかし、MEASURE モ
デルは、学力向上を最終目的とし、常勤教育
職である米国の SC システムを前提としてい
る。メンタルヘルス中心で非常勤心理職の日
本型 SC が応用するには、実践場面での検討
と改良が必要である。 
 
 他方、スコットランドモデルでは、日本と
同じ週 1回程度外部から来る非常勤心理職が、
学校全体への支援をメンタルヘルス中心に
行っている(Scottish Executive,2002)。し
かも、学級風土アセスメントを含む全校型の
支援をコンサルテーションによって行う連
携ツールがパッケージ化され、支援サイトと
共に活用されている。これは、米国型 SC よ
りも日本型 SC の実態に近く、特に、初心の
SC でも活用できるパッケージツールの発想
は今後日本でも有効と考えられた。 
  

筆者はこれまで、学級風土アセスメントを
用いたコンサルテーションの実用化に向け
た研究および、学校内で活用できる包括的な
アセスメントツールの開発を行ってきた。そ
こで本研究では、それらのツールに、MEASURE
モデルの枠組みやスコットランドのパッケ
ージツールの発想を応用し、初心・遠隔地の
SC でも活用可能な日本型パッケージツール
を作成することを目的とした。 
 
２．研究の目的 
 
研究Ⅰ）日本型 MEASURE の実施方法を検討す
る。 
研究Ⅱ）スコットランドのモデルとツールを
精査し、日本型のツールを考案する。 
研究Ⅲ）研究Ⅰ・Ⅱの成果を総合して、日本
型パッケージツールとその活用方法を提供
する支援サイト（サイト入力の学級風土アセ
スメントを含む）を作成する。 
 
３．研究の方法 
 
研究Ⅰ）創始者 Dahir氏との研究交流および、
日米の SC への面接調査、SC のフォーカス・
グループ、中学校との共同実践を通して、
MEASURE モデルの日本での実施可能性および

実施に必要な工夫・改善について検討する。 
 
研究Ⅱ）スコットランドよりツールや資料を
得て内容を検討する。主にスコットランド政
府にあたる ScotishExective刊行の資料およ
び Glasgow地区の教育心理サービスで使用さ
れている McLean,A 氏の Motivated School に
関するパッケージツールについて精査し、日
本で使用可能なツールについて検討する。 
 
研究Ⅲ）サイト入力・自動分析による学級風
土アセスメントシステムを開発し、研究ⅠⅡ
の成果を総合した日本型のパッケージツー
ルを作成する。その活用方法等を提供する支
援サイトを作成する。 
 
４．研究成果 
研究Ⅰ）MEASURE モデルについては、①SC の
面接等により、日本の SC はいじめ不登校対
策という認識が学校現場に根強く、まずは
MEASURE モデルの M（Mission）となる学校の
基本方針や潜在的な支援ニーズを学校と SC
が共有することが現状では容易でないこと
が明らかになった。②そこで Fulbright 専門
家プログラムにて、Dahir 氏を 2009 年 3-4 月
に 2週間招聘し、そうした現状も含む日本の
学校状況等を協議し、それを踏まえたモデル
の検討協議を行った。③それにより MEASURE
モデル以前に、むしろその背景にある SC の
役割や実践の工夫を、SC と学校が知ることが
重要であると考え、米国の SC 教育改革の成
果である Transformed School Counselor に
ついて、テキストの翻訳と共著の試み（進行
中）、現役 SC のﾌｫｰｶｽｸﾞﾙｰﾌﾟによる学習と実
践の試みを行った。④その結果、日本の SC
活動でも行える工夫は少なからずあり、それ
らを、MEASURE モデル等を参照した日本型の
全校型支援モデルに位置づけることが有効
である可能性が示唆された。⑤これらを踏ま
えて、香港・台湾・韓国・アイルランド・ス
コットランドとの比較検討も含めて、三次支
援だけでなく一次支援・二次支援も視野にい
れたモデルの理論的検討を開始した（伊
藤,2010；2011）。また、米国の知見からは、
日本学術振興会短期招聘で 2010 年 10～12 月
に招聘した Smith,D．氏と共に、子どもの肯
定的資質を捉えるﾂｰﾙとして Co-Vitality 尺
度を訳出し 3中学校で試行した（現在分析継
続中）。 
 
 
研究Ⅱ）スコットランドのモデルとツールに
ついては、2010 年夏まで現地との連絡等がう
まく行かずにいたが、その間に交流機会のあ
った香港のモデルを検討した。 
 香港については視察と教育局担当者との
研究協議により、行政・大学・地域資源の協



 

 

働により、健康な社会を担う市民の育成を目
標とした包括的なガイダンスモデルが作成
実施されていた。主な担い手としてガイダン
ス教師が育成され、加えて中学校レベルでは
ソーシャルワーカーが支援に当たっていた。
各教科の教材として使用可能な心理教育教
材（いじめ予防のためのいじめられた子の心
理を考える国語教材など）が開発されていた
（伊藤,2010）。 

また 2010 年夏の国際学校心理学会（於ア
イルランド共和国）参加を契機に、以後スコ
ットランドのツール作成者 McLean 氏らと研
究交流を円滑に行うことができ資料収集と
検討が進んだ（伊藤，2011）。McLean 氏のツ
ールには、学級風土質問紙の他、教師の信念
や子どもたちの教師観等についてのアセス
メントツール、教師や子どもの省察を深める
ワークシート等が含まれており、子どもの性
格特性や学級風土に合わせて、子どもの学習
意欲を養う 3要素（所属感・有能感・自律感
(自主性)）を高める工夫を教師自身が見いだ
せるよう構成されていた。このことより、従
来は学級風土アセスメント結果の提示によ
る教師の洞察を重視してきた学級風土コン
サルテーションにおいても、教師の省察を深
めるワークシートなどを開発する必要性が
示唆された。 
 
研究Ⅲ）ツールについては、①小学校版学級
風土質問紙（伊藤，2009）とその活用事例
（ Smith, Furlong, & Ito, 2010;Ito in 
press）を国内外で公表した。②中学校版学
級風土質問紙の活用として、学級風土質問紙
によるアセスメントに基づく心理教育実践
とその方法を公表した（伊藤,印刷中；伊藤・
中根・鈴木，2009；中根・鈴木・伊藤，2010；
鈴木・伊藤・中根，2011 発表確定）。③DVD
作成については準備を進めてきたが、SCフォ
ーカスグループでの実践等から、現状では短
時間で配布検討できるイラスト版の小冊子
の方が DVD より有用と考えられた。そこで、
教員研修等での実践知も含めて SC の学校全
体への支援について教師向けに解説したカ
ラー版イラスト入り小冊子を DTP にて作成・
印刷した後、より広く配布できるよう出版社
より公刊することとした（伊藤,印刷中）。 
 サイトについては、サイト運用の実務的問
題から公開はかなっていないが、ﾌｫｰｶｽｸﾞﾙｰ
ﾌﾟでの試行を行った。また、後の公開等に向
けたツール作成として、学級風土質問紙の入
力システムを国立教育政策研究所との共同
研究で試作・試行した。ただし、サイト入力
については、同時に学校の PC 室を 1 学級以
上使用できないことから、利便性等に制限が
あること、同時に多数の学級実施を可能にす
るソフトは開発費が非常に高額になること
などがわかり、検討を継続することとした。 

 また、学級風土質問紙小学校版の自動分析
システムを新たに作成し、同中学校版につい
ても従来のシステムを大幅に改め、より簡便
に作成できる最新版を作成した。暫定版ソフ
トにより、東京近郊某市教育委員会との共同
で、小学校 115 校・中学校 51 校での学級風
土質問紙を実施しソフトの実践的運用とそ
れによる活用を検討した。 
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